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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
　
＜患者様情報＞
・榎木平　峰子様～外泊より問題なく帰院する。

・横嶋　由嘉子様～15：00主治医面談実施。7/13採血し問題なければ、自宅退院の方向で家族了承される。

・下川戸　長司様～経管栄養開始に伴いカテーテル挿入するも胃まで挿入困難であった事やその後の状態をお伝えする。このまま点滴で経過を見る場合や経管栄養開始後のリスクも説明。7/13または7/14の午前中に面会希望あり。本人の状態をみて決めたいとの事。

・上平　キヨ様～頭部CT指示あり実施。著変なし。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。開放観察中、スタッフ付き添い入浴実施。その後、他室侵入あり早めに開放観察終了とする。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時妄想言動等なく穏やか。不穏興奮なく過ごす。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。弄便行為あり。入浴介助実施。食事はむせ込みあり。嚥下に時間要する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・磯嶋　茜様～身体拘束中。排尿困難感ある為導尿の指示あり、720ml排尿確認。下肢拘束解除指示あり10：40下肢拘束解除。その後も自排尿無く、16：30膀胱留置カテーテル挿入に伴い下肢拘束帯再開となる。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚感目立たず。危険行為無く経過。拘束部位トラブルなし。拘束部位の皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Dr.診察＞
・長浜　厚子様～嘔吐が続くようであれば、経管栄養も再検討。処方変更なし。

・滝田　英人様～「胸が苦しいです」と訴えあり。臨時薬ラグノス経口ゼリー1包昼食後　8日分処方、心電図指示あり。

・磯嶋　茜様～下肢拘束解除し開放観察、排尿困難感ある為導尿の指示あり。

・鎌田　保様～Dダイマー高値であり、血栓のリスクがある事、血液が凝固や線溶を繰り返していることが予想される事、身体的リスクがかなり高い状態である事を説明。現在使用している靴が紐付きの為、内履きに関して購入検討。夜のフェリーで八戸に来て、明日の16時面会予定。


